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表 1 中国文学研究会について 
 






機関誌 ●『中国文学月報』：第 1号（1935.3.5）～第 59号（1940.2.1） 
●『中国文学』：第 60号（1940.4.1）～第 92号（1943.3.1） 
●〔復刊後〕『中国文学』：第 93号（1946.3.1）～第 105号（1948.5.1） 
 













表 2 本研究における中文研の活動期間の区分 
 
期間 時間区分 機関誌 
第一期：草創―発展期 1934.3－1937.10 第 1号－第 32号 
『中国文学月報』 
第二期：模索―転換期 1937.11－1940.3 第 33号－第 59号 











































































































































































































































別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
 
論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  朱 琳  
学位論文の  





 （主査）勝山 稔，黒田 卓，大河原知樹，佐野正人，藤田恭子，朱 琳，  
























別記様式  博在－Ⅶ－２－②－B 
 
の影響、および当時日本の文芸評論界で活躍していた同窓の保田與重郎との関わりも確認
できた。③中文研の提言した新たな漢学論は、体系的な理論を構築するまでには至らなか
ったが、中国の古典文学を時局の束縛から解放する可能性を提供したことが判明した。 
第四章では模索―転換期（1937.11－1940.3）における中文研の活動について竹内好と
武田泰淳の中国体験という視点から考察を行った。留学生としての竹内と兵士としての武
田は、同じ時期において異なる中国体験を得たが、その中には共通性も見られた。一つ
は、彼らの持つ従来の中国文学観の動揺であり、これは中文研の改革に至る直接の原因で
あるといえよう。もう一つは、戦争という極限状態において、中国文化にどう向き合うべ
きかという疑問である。本章では中文研の改革（1940）後の活動が、中国文学そのものか
ら離れる傾向を示したことが、前述した二人が少なからぬ影響を与えたものであることを
明らかにした。  
 第五章では中興―葛藤期（1940.4－1943.3）における中文研の改革後の活動について、
誌上に取り上げられた翻訳論と中国語問題という視点から考察を行った。翻訳を通して表
れた中文研の訓読に対する批判的な態度は、日本の便宜主義的な思考に基づく中国認識の
現状への反省であるといえよう。そして、中文研の「国語運動」への関心と「支那語学」
に関する見方の変遷は中文研の内部に存在している葛藤を表している。本章は中文研の中
国語に関する議論によって、彼らの解散直前に見られる団体内部に存在する矛盾を描いた
だけではなく、彼らの中国語に対する認識が近代日本の自己認識の一側面を表しているこ
とを捉えたのである。  
 審査会では、先行研究について、よりきめ細やかな検証と記述が望ましいという意見が
出たほか、北京における竹内好の心境がやや不明確な点などが指摘された。しかしながら
実証的な手法により特記すべき成果をあげた意義は極めて大きい。  
以上より、本研究成果は、論文執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能
力と学識を有する事を示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文とし
て合格と認める。  
